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は じ め に

私が1974年 に発表 した 「慶応期野州中央部の農民闘争」(以 下前稿 とよぶ)

は,栃 木県史編纂事業にかかわるなかで作成 した3編 の論文(い ずれ も史料紹

介的研究 ノー トであるが)を 集成 し,改 稿 した ものであるD。 前稿の発表以前

には,慶 応4年(1868)の 下野国世直 し一揆に関 しては,断 片的な事例は多少

明 らかにされていたものの,総 体的な把握が立遅れていたのである。その後,

幕末維新期に関す る研究論文や概説書のなかで,野 州の世直 し一揆を視野にい

れた仕事が増加 したことは,大 変結構なことと思われる。

ところで栃木県史編纂事業は,私 が調査員を辞任 した後に史料編の刊行が順

原稿受領 日1982年9月10日

1)前 稿は大町雅美 ・長谷川伸三編著 『幕末の農民一揆一 変革期野州農民の闘い一 』

(雄山閣,1974年)の 第3章 である。その前提となった3編 の論文は次の通 り。

「慶応四年春の野州打ちこわしをめぐって」(『栃木県史研究』第1号,1971年)。

「幕末 ・維新期北関東の農民一揆一 慶応四年東上州 ・野州打ちこわしを中心に一 」

(『地方史研究』第110号,1971年)。

「幕末 ・維新期野州における農民闘争一 慶応2～4年 を中心に一 」(『栃木史論』第

9・10合併号,1972年)。
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調に進み,と くにr栃 木県史 ・史料編』近世7(1978年 刊)は,8ポ イン ト活

字2段 組970ペ ージに幕末維新の関連史料を体系的に収載 し,こ とに第2章 「世

直 し」は,290ペ ージにわたって野州各地域の世直 し一揆 と幕末 ・明治初年の

農民闘争の史料を集成 している。 ここに収め られた史料の うち5分 の1程 は,

前稿執筆時までに一応検討 した ものであるが,そ の他の私に とっての新史料を

含めて橡討 し,前 稿を書き改める必要を痛感 していた。本稿は この書き改めの

ための一つの基礎作業である。ここでは慶応4年4月 の野州各地域の世直し一

揆 とそれに関連する村方騒動に限定 して,前 稿で触れ られなか った事例と,新

史料の出現により大幅な修正を必要 とす る事例を中心に検討を加えることに し

た。

なお前稿に関 しては,菅 野則子氏か ら的確な書評を寄せ られている2)。 また

長倉保氏か ら野州中央部の内乱期の農民闘争を,翌 年(明 治2年)の 塩谷 ・那

須地域の農民騒動に延長させて位置づけることの非を指摘されている3)。 これ

等 の批判に実証的分析をふまえて答えてい くには 自己の怠慢を痛感するが,今

回はほとんど見送 らざるをえなか った。

また幕末維新期の野州の 農民闘争に関 して,近 年の労作 として,上 杉 允彦

「幕末期野州農村の動向一 安足地域を中心として一 」(r栃 木県史研究』第

18号,1979年)と 深谷克己 「世直 しと御一新一 下野における戊辰情勢一 」

(鹿野政直 ・由井正臣編r近 代 日本の統合 と抵抗』第1巻,日 本評論社,1982

年)が ある。前者は野州のなかでも商品生産の展開度が高いとみ られ る足利 ・

梁田 ・安蘇郡を対象に,天 明期以後,幕 末にかけての農民闘争の展開を分析 し

ているも この地域は小藩 ・旗本の相給支配が特徴的であるが,こ のことが広範

な農民ゐ村政参加 と支配関係をこえた農民の結合を可能にしたこと,こ の地域

の織物業を中心とする商品生産の発展と農民層分解は必ず しも高 くはなく,従

っ'て半 プロ層が主体 となる幕末の世直 し一揆の全面的激発には至 らなか ったこ

2)菅 野則子 「書評 大野雅美'・長谷川伸三編著『幕末の農民一揆』 植田敏雄編『茨城百

姓一揆』」(『歴史学研究』第421号,1975年)。
3)長 倉保 「明治初年塩那地域における農民騒動関係史料 ・解説」(『栃木県史研究』第9

号,1975年)。



慶応4年 野州世直し一揆の再検討 85

と,し か し,安 政開港以降,火 札 ・張札騒動,村 方騒動,対 領主闘争等の世直

し一揆的闘争が継起 し,農 民が世直 し一揆にかお りうる成果を獲得しているこ

とが明らかにされている。

後者はr栃 木県史 ・史料編』近世7,所 収の世直 し一揆 ・村方騒動関係の史

料を充分に使 って,世 直しの運動 自体に即した把握を試みた ものである。世直

.しの表現,世 直 しの目糠等を確定 し,つ いで世直 しの対抗関係と頭取,世 直し

型 とそれ以外の村方騒動,有 徳者 ・村役人層の対応等の側面が分析され,さ ら

に旧支配機構の崩壊 と御一新政治の開始による世直 し主体の解体を明らかにし

てお り,示 唆に富む論文である。

野州農村の分析 としては,須 永昭 「天保期の農村一 商品生産 と分業関係の

編成一 」(青木美智男 ・山田忠雄編r講 座 日本近世史6・ 天保期の政治と社会』

有斐閣,1981年)が 有用である。ここでは木材生産地帯,麻 特産地,足 利織物

業,主 雑穀生産地帯を例に商品生産と分業関係の特質を明らかに し,つ いで天

保期における分業関係の発展 と矛盾の激化のなかで,小 生産者農民の生産力水

準の形成 と農民層内部における剰余分配の抗争の激化が 「世直し状況」の前提

を形成す るとい う論点が提示されている。 この論旨は説得力のあるもの で あ

り,.天保期～幕末期の野州農村の構造的把握を前進させ るものと思われる。

第1節 東 上州 世直 し一 揆 の波 及

慶応4年(1868)3月12日 例幣使街道木崎宿(上 野国新田郡)附 近に発生 し

た世直 し一揆は銅山街道を北上 し,大 原本町をへて大間 々町(上 野国山田郡)

に入 り町名主高草木家等を打ちこわ した。以後一揆勢の一部は西に進み,赤 城

山南麓一帯の勢多郡東部農村に世直 し一揆を展開 し,館 林藩兵の出動でようや

く鎮圧されている。一方大間々町を打ちこわ した一揆勢の多くは桐生新町に向

い,14日 桐生の町内と近郊の豪商に押しかけて多額の施 し金を要求 し,一 部の

豪商を打ちこわ し,さ らに下野国足利町に向けて進撃 しようとした4)。

4)拙 著r近 世農村構造の史的分析一 慕藩体捌解体期の関東農村と在郷町 一 』(柏書

房,1981年)第9章 「幕末 ・維新期東上州の世直し一揆」。
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次の史料小俣村木村家文書 「雑記」は,一 揆勢が桐生新町 と足利町のほぼ中

間の小俣宿(下 野国足利郡)に おいて,足 利藩兵と衝突す る様子を 伝 え て い

る5)o

慶応四戊辰年三月初旬,上 武野州宿 々在 々百姓一揆蜂起,処 々物持等打

殿 し,三 月十四日桐生町ヘー揆押来,凡 七八百人余森宗 ・佐羽清打穀,佐

羽吉は柳見せへ手 ヲ付殿 し,夫 より新宿村江原貞助大打殿 し,境 野 より小

俣へ押来打殿等ハ無之,出 金 ・施米 ・質物等之示談二て相済,先 勢百人計

小俣へ押来示談中之処へ,不 計も足利御陣屋 ヨリ鎮撫方御人数先手組三十

人計出陣,村 内 二おあて一揆 二出会直々放炮,炮 声二驚恐怖,一 揆速 々散

乱退去,賊 党方即死二人,手 負ハ七八人之 よし,生 捕六人,鎮 撫方は一切

手負等無之候,右 故一先鎮静 二相成候

一揆勢は小俣宿で出金 ・施米 ・質物返還等を村役人や豪農に交渉中に ,足 利

藩兵の銃砲による攻撃にあい退散 したのである。足利藩兵には この年正月頃に

結成 された農兵誠心隊 も加わってお り,慶 応2年(1866)6月 の武州一揆 と同

様に,農 民の一揆を農民の兵士が弾圧す る図式が再現している。なお足利藩の

農兵は,藩 士総数134名 とい う小藩の国元の秩序を守ることを 目的に,足 利町

の町役人等を伍長(幹 部)に し,主 に上層の町民 ・農民の子弟を組織 したもの

であり,豪 農商層の自衛部隊 としての性格が濃かった6)。また この事件の直後・

小俣宿では名主で豪農の大川家の提唱により,郷 兵の取立てに着手 し,村 内の

足利藩領 と旗本領を含めて19名 の郷兵が成立 している。7月 には郷兵による近

辺見廻 りも開始され,治 安維持に効果をあげている7)。

ところで小俣宿を退散 した一揆勢は,な おも世直 しをあき らめずに,14日 夕

刻桐生の西方仁田山にたてこもって再結集をはかったが,草 芥黒田桃民(新 田

満次郎の尊王隊所属)の 率い る小隊に攻撃 されている。一揆勢の一部は桐生川

沿いに北上 し,小 友村 ・下菱村 ・上菱村(下 野国足利郡,現 在は桐生市)に 侵

5)栃 木県史編さん委員会編r栃 木県史・史料編』近世5(1979年)257ペ ージ。

6)足 利市史編さん委員会編 『近代足利市史』第1巻(1977年)913-917ペ ージ。
7)慶 応4年3月 「拙心記 大川昌信」(前掲 『栃木県史・史料編』近世5,254-257ベ ー

ジ)。
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入 している。 こうして東上州の世直 し一揆は14,15日 には終息 したが,16日

頃か ら下菱 ・小友両村や桐生の南方の下広沢村(上 野国山田郡)で は,村 内の

村役人や質屋 ・豪農に金穀の拠出や質物証文の返還を求める村方騒 動 が発 生

し,4月 上旬まで動揺が続いている8)。また3月28日 には,小 俣宿組合村13力

村(小 俣宿 とその周辺村 々,小 友 ・下菱 ・上菱村も含 まれ る)で,小 前惣代が

組合村内の33軒 の質屋を小俣宿寄場に呼出 し,質 金利息の引下げを 要求して

いる。質屋側 も世直 し一揆の再発を恐れて農民の要求を受入れてい る9)。

以上のように,東 上州世直し一揆の波及は3月14日 小俣宿でたち 切 られた

けれ ども,そ の情報は野州各地に急速に広 まり,約 半月後に宇都宮 ・鹿沼 ・真

岡周辺の世直 し一揆を誘発するのである。

第2節 宇 都 宮周辺 の世 直 し一 揆

宇都宮 ・鹿沼周辺の世直 し一揆に関 しては前稿で詳述 したが10),こ こで は

r栃木県史 ・史料編』近世7(1978年)に 収められた関係史料に若干の他の史

料を加えて,打 ちこわされた家を主に,ほ ぼ日時順に一覧表(表1)に してみ

た。なるべ く2点 以上の史料に共通す る記述を採用するよ うに したが,一 部に

史料相互間の記述に相違があ り,同 じ家の名前 と屋号等を別 々に載せているか

もしれないQま た史料の関係か ら氏家宿とその周辺の打ちこわ しの状況は充分

に把握できなかった。鹿沼南方の打ちこわ しについても省略 した。以下前稿の

記述 と一覧表を補足 していきたい。

まずよく引用され る史料 「百姓騒動根本記」は11),一 揆発生後6ヵ 月たって

か ら物語風に まとめられたものであるが,他 のより直接的な史料(御 用留 ・日

記 ・届け書等)と 比較 してみて も,そ の記述は事実をかな り忠実に反映 したも

のとみなせる。た澄 し,記 述の対象がほぼ宇都宮周辺に限定されている点はや

8)前 掲 『近世農村構造の史的分析』285-287,290-291ペ ージ。

9)前 掲 『近代足利市史』第1巻,889-890ペ ージ。

10)拙 稿 「慶応期野州中央部の農民闘争」(大 町雅美 ・長谷川伸三編著 『幕末の農民一揆』

所収,雄i山 閣,1974年)。

11)栃 木県史編さん委員会編 『栃木県史 ・史料編』近世7(1978年)410-413ペ ージ。
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表1・ 字都宮周辺で打ちこわされたり,降 参した家

・ 剛 宿 端(郡)

3月29目

4月 ヱ日

4月 ユ 日

4月2日

4月2日

4月2日

1灘 され嫁 隊 害 状 況
安塚村(都 賀郡)

石橋宿(都 賀郡)

雀宮宿(河 内郡)

桑島村(河 内郡)

石井村(河 内郡)

石井村(河 内郡)

汗 村(河 内郡)

柳林村(芳 賀郡)

1
屋板村(河 内郡)

西川田村(河 内郡)

酒 屋

問屋 義十郎

問屋初め4～5軒

目野屋(質 屋 ・酒造)

柳原五郎右衛門(白 子屋)

近 江屋(質 屋 ・酒造)

久 六(物 持)

蔵之助

政之助

青木周蔵(郷 村取締)

4月3日,鶴 田村(河 内郡)に5,000人 余 が結 集 。

4月3日

4月3日

4月3日 夜,

4月3日

4月3日

4月4日

4月4日

4月4日

簗瀬村(河 内郡)

簗瀬村(河 内郡)

荒針村(河 内郡)

上荒針村(河 内郡)

上荒針村(河 内郡)

寺内村(河 内郡)

上戸祭村(河 内郡)

下戸祭村(河 内郡)

増淵操作

簗瀬権兵衛(郷 村取締)

坂印助郷取締

俊三郎(大 惣代名主)

定右衛門

名主勘右衛門(酒 造)

勘右衛門(名 主・酒造)

大淵佐左衛門(名 主)

宇都宮町八幡山に3万 人余が結集。

宇都宮域下(河 内郡)

岩 曾村(河 内郡)

上 田原村(河 内郡)

白沢宿(河 内郡)

白沢宿(河 内郡)

白沢宿(河 内郡)

桜野才寸(塩 谷君β)

大宮村(塩 谷郡)

道下村(塩 谷郡)

玉生村(塩 谷郡)

肘内村(塩 谷郡)

杉原町5～6軒

半田家か

渡辺良介(名 主・酒造)

問屋3軒

本陣宇加地太郎左衛門

継立世話役(馬 差)

滝沢喜兵衛(紙 屋)

漆原七郎右衛門

酒造屋他

玉生七郎左衛門(酒 造)

杉山誠三郎

以上塩谷郡侵入勢は肘内村で終息,以 下に徳次郎 ・鹿沼方面を示す。

今里村(河 内郡)

今里村(河 内郡)

上横倉村(河 内郡)

下徳次郎村(河 内郡)

中徳次郎村(河 内郡)

笹沼家(名 主 ・酒造)

長左衛門

源次(問 屋立会役人)

彙灘 羨溜(脇本陣){

打鍛し

打i設し

打毅し

押込み ・降参

焚出し

押込み

押掛け

押撰け ・降参

打殿 し

打殿し

降 参

打鍛し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿し

打毅し

打殿し

焚出し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿しか

打殿し

焚出し

打殿し

押掛け

打鍛し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿し
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}日 剛 宿 耐(郡)
鐸 され 嫁1被 害 状 況

4月5日 頃,

4月5日

4月5日

中徳次郎村(河 内郡)

中徳次郎村(河 内郡)

上徳次郎村(河 内郡)

砥上村か(河 内郡)

門前村

新里村(河 内郡)

新里村(河 内郡)

新里村(河 内郡)

岩原村(河 内郡)

古賀志村(河 内郡)

武子村(都 賀郡)

問屋 ・本陣

酒屋 ・物持

大塚屋栄介

1軒

次五右衛門

アクト(酒 造 ・質屋)

タクミヤオジ(内 匠内)

外1軒(定 司か茂司)

高橋新蔵(名 主)

北条文太夫

2軒

鹿沼宿御成橋で一揆勢と宇都宮藩兵衝突。

文挾宿(都 賀郡)問 屋善左衛門

板荷村(都 賀郡)梶 屋富久田伊左衛門

打i投し

降 参

打殿し

打殿し

打殼し

打殻し

打鍛し

打殿し

打殿し

打殿し

打鍛し

打殿し

逗留 ・焚出し

〔注〕 ほぼ日附順に並べたが,空 白は日附を確定できないことを示す。郡名を記さない村

名は村内の字と思われる。

〔史料〕 慶応4年4月 「茂呂村御用留 ・別手東組聞書」,明治元年10月 「百姓 騒動 根 本

記」,慶 応4年4月 「下岡本村打殿騒動日記」,同4年4月 「給部村綱川家あて世直し騒

動風聞書」,同4年4月 「亀山村名主日記」,以 上 『栃木県史 ・史料編』近世7(1978

年)324-325,410-416,419-424ペ ージ。 慶応4年4月 「世中百姓騒二付相破候連名

帳」『宇都宮市史』第4巻,近 世史料編II(1981年)733-735ペ ージ。塩谷町道下,柿

沼家文書,慶応4年4月 「打殿 し騒動留書」。

むをえない。これに対 して,松 井郡平 「宇都宮誌 ・維新前後百姓一揆」(r下 野

新聞』連載,1924年)は 近代に入ってか ら先駆的な叙述であ り,世 直 し一揆の

具体的な状況について興味深い記述が多いoし かし,一 ・揆が鹿沼宿に発し,氏

家宿 ・雀宮宿等に波及 したのち,4月8日 夕刻に宇都宮の八幡山に結集 し,宇

都宮藩兵 と衝突した としてお り,一 揆勢の コースや打ちこわ しの日附が事実 と

は相当喰違 っており,取 扱いに注意する必要がある。

次に一揆の発端の 日附と場所について,前 稿では 「4月2日 頃に宇都宮 と壬

生 との中間,姿 川の河岸がある幕田村 ・安塚村辺に発生 したものである」 と記

したが12),「塩山村小林家 日記」には,「(三 月)廿 九 日,打 コハシ安塚 より発

る由」,「晦 日(三 十日),打 コハ シニ付,石 川三郎左衛門殿 より楡木宿へ加勢

12)前 掲 拙 稿 論 文,157ペ ー ジ。
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頼 二来ル由」 とあ り13),打 ちこわ しが3月29日 に安塚村(日 光御成道)に 発

生 し,翌30日 に楡木宿(例 幣使街道)辺 に波及 したことが明らかである。 ま

た 「畠山領訴状留」に収められている慶応4年3月 日付,小 林村名主忠兵衛 よ

り御陣屋御役所あての 届け書には,「 隣村安塚村大日山 と申へ,何 者二候哉六

七拾人籠居,右 之者共之内拾五六人,村 方へ今暁方罷越,軒 別壱人ヅ瓦人足可

差 出,若 延引候ハ 玉,片 端 より打破候 旨,棒 鑓等 ヲ携,大 音二笥 り乱妨 二付,

無拠面 々家別壱人 ヅL今 日罷出候趣,只 今注進有之候」 とあ り14),こ の届け書

が3月26日 付の願書に続いて記されていることか ら,事 件が3月 末に発生 し

たことが明 らかである。

一方石橋宿(日 光街道)の 打 ちこわしカミ発端 とみることも可能である。たと

えば 「茂呂村御用留 ・別手東組聞書」の冒頭に,「抑最初は人馬継立賃せ ん 割

渡 し方之義 二付,宿 々問屋 ・年寄 ・立会人等横領之廉有之由二て,石は し助郷 よ

り発 り,石 橋宿問屋義十郎,雀 宮宿其辺在々重役家,又 は福家等悉破却いた し」

とあ り15),当 初は助郷賃銭の割渡 しに関する不正を追及 して,周 辺農民が石橋

宿問屋を襲撃 した ことが発端であるとし,安 塚村の打ちこわ しには言及 してい

ないQま た以上引用 したどの史料 も,幕 田村の農民の動きには触れていない。

一揆勢は4月1日(3月30日 の翌 日)か ら2日 にかけて,宇 都宮東郊,鬼 怒

川西岸の桑島 ・石井両村をへて,宇 都宮南郊の西川田 ・簗瀬両村の郷村取締 り
ふざかし

役を打ちこわし,鶴 田村に結集 している。この間,鬼 怒川沿岸では南方の汗村
こてやま

や東 岸(芳 賀 郡)の 鎖 山村 ・柳林村 に一 揆が波及 してお り,4月4日 労賀郡真

岡町 に発生す る世直 し一揆 との関連性が推測 され るが,ま だ具体的 な様相は明

らか にで きない。 また鶴 田村 に結集 した農民5,000余 人 は,こ こで要 求内容や

実 現方 法を調整 し,当 初 の郷村 取締 り役 ・宿 問屋襲撃 の他に,諸 物価 の引下げ

と質物 の取戻 し,富 家に よる金穀の拠 出な どの要求 を加えたが16),組 織 化の内

容 や程度 の詳細 は不明であ る。ただそ の後一 揆勢 が宇 都宮西郊 ・東郊 で展開 し

13)前 掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,32Gペ ージ。

14)同 上 書,357-358ペ ージ。

15)同 上書,324ペ ージ。

16)「百 姓騒動根本記」(同 上書,411ペ ージ)。
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た行動に,上 記の方針や組織性が うかがえる。

4月3日 夜宇都宮八幡山に結集した一揆勢3万 人余は,宇 都宮城附近で藩兵

と衝突 して退散 し,以 後一揆勢は北上 して奥州街道白沢宿の打ちこわ し後,二

手に別れている。一手は鬼怒川を こえて奥州街道氏家宿 と隣 りの桜野村に侵入
たまにゆう ひじうち

し,さ らに4日 塩谷郡大宮村 ・玉生村を打ちこわ した後,反 転 して同郡肘内村

で宇都宮藩兵の鎮圧にあい,四 散 している。氏家宿の打ちこわ しの状況は不明

だが,4月10日 には芳賀郡か ら世直 し一揆が波及 し,氏 家宿等で5軒 の商人が

打ちこわされている(後 述)。 また塩谷郡での農民の結集は,4月17日 に大槻

村 ・鷲宿村,同23日 に上平河岸 と継起 しているエ7)。

他の一手(一 揆勢の主流)は,鬼 怒川の西岸を北上 して小倉 ・今里村辺で方
とくじ ら にっさと こ が し

向を西南に転 じ,日 光街道徳次郎宿を襲い,さ らに新里 ・岩原 ・古賀志村をへ

て鹿沼宿に向い,鹿 沼宿北端め御成橋で宇都宮藩兵による鎮圧にあっている。

なお宇都宮藩兵は宇都宮城下でもこの鹿沼でも,一 揆勢に容赦なく発砲 してい
ふばさみ

る。御成橋で銃撃 された一揆勢は,例 幣使街道を北上 して日光神領文挾宿を襲
いた が

い,さ らに板橋宿に向 うが 日光神領役人の阻止にあい,文 挾宿西方の板荷村に

結集後解散 しているo

以上みてきたように宇都宮周辺の村 々は,ほ ぼ軒並に一揆勢への参加か,そ

の拒否による襲撃かを追 られたのである。なかには 「上横倉村二て問屋立会人

(注一源次)至 て貧民二候得共,横 領可有之と疑心相懸 ケ打破し,中 徳二郎壱

軒(注 一大塚屋栄介か),下 徳二郎宿脇本陣雅楽之助宅散々二打破 し,依 て三

人狂乱いた し,左 有ハ是より発足致他家打破可申と声懸」 とい う悲喜劇 も発生

している。この下徳次郎宿の雅楽之助は,鹿 沼宿御成橋で宇都宮藩兵の銃撃に

あた り,帰 宅後死亡している。 また一揆勢は 「岩原村二至候所,人 足遅滞いた

し候過怠 ヲ以,無 誉名主(注 一高橋新蔵)壱 軒能 々打破」す るとい う事態 も発

生 している18)。

一揆勢への対応の遅れや誤解に よっても打ちこわ される危険が多いとあ って

17)前 掲 拙稿 論 文,167-168ペ ー ジ。

エ8)「 茂 呂村 御 用 留 ・別 手 東 組 聞 書 」(前 掲 『栃 木 県 史 ・史料 編 』 近 世7,324ペ ー ジ)。
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は,近 在 の豪農層は恐れおののかざるをえなかった。それだけに彼等は一揆勢

が自村に向 うか どうか,ま た近村でどのよ うな事態が起 っているかについて,
さ お とめ

必死に正確な情報を集めようとした。た とえば河内郡下岡本村の五月女家は,

配下の農民を毎 日のように宇都宮周辺に派遣 し,時 には彼等を一揆勢のなかに

入 り込ませて,そ の動向を探 らせ,記 録 している19)。豪農層や村役人のこうし

た一揆情報の収集 ・交換活動が,こ の世直 し一揆に関する生 々しい記録(日 記

・覚え書 ・書簡 ・届け書等)を 多数残 してくれたともいえよう。 』

ところで宇都宮周辺の世直 し一揆は,一 揆に参加 した農民にどのような成果

をもた らしただろうか。まず一揆の発端 ともな った過重な助郷人馬役の軽減の

要求は,一 揆終息後間 もな く当地方を襲 った戊辰戦争のため,実 現するどころ

か旧に倍する助郷人馬役の割当てで消しとんで しまった。助郷賃銭の割渡しに

関す る不正問題の追及 も成果をあげたか疑問である。一方物価引下げの要求に

ついては,宇 都宮藩は一揆の鎮静化をはかるために,銭100文 に付油2合,上

酒3合,中 酒5合,白 米3合,質 利息1両 に付銭100文 等の値下げ令を出した

ので,要 求はほぼ貫徹 した とみられる。また鹿沼の質屋福田家は,4月22～24

日に質物を無償で返却 しており20),質 物の無償返還の要求 もひとまず成果があ

ったといえよう。

第3節 真 岡 ・芳 賀 地 方 の 世 直 し一 揆

真 岡 ・芳賀地 方 の世 直 し一揆 について も前稿 で概 観 したので2!),こ こでは一

揆 勢の進路 を整理 してみ よ う。 まず4月4日 夜に 真岡三町に激 しい打 ちこわ し

が 勃発 し,質 屋 ・穀屋 ・木綿問屋 ・晒 し屋 ・町役人等18軒 が 打 ち こわ された。

真 岡陣屋(代 官 所)も 一揆 勢 の攻撃対 象 とな り,代 官山内源 七郎 とそ の配下は

逃走 し,真 岡 と同代官所 領は一時権 力不 在 の状態 とな った。そ の後一揆は東方

と北方 の村 々に波 及 した。 東方で は,5日 朝 か ら長 堤 ・上山 ・前 沢各村に打 ち

19)「 下岡本村打殿騒動 日記」(同上書,413-414ペ ージ)。

20)「 鹿沼福田家風聞異説日記」(同上書,325-326ペ ージ)。

21)前 掲 拙稿論文,175-194ペ ー ジ。 なお同上論文177ペ ージ 「稲毛田細川家文書」 を

「給部綱川家文書」に,179ペ ージ 「稲毛田村細川太郎左衛門」を 「給部村綱川太郎左

衛門」に訂正する。158,161,180-181ペ ージの同じ語旬も同様に訂正する。
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こわ しが発生 し,一 揆勢は山本村に侵入し,さ らに6日 西田井 ・鶴田両村か ら

益子町北方の七井村へ向 う動きもあった。ただ し,私 は現在のところ真岡より

東方に波及 した一揆については適切な史料を見出 していない。

北方では,5日 西郷 ・飯貝 ・西高橋 ・東高橋 ・氷室等の各村に打ちこわ しが
う ば がい

広 まり,一一揆勢は6日 には東水沼 ・祖母井 ・下高根沢村,7日 には上延生 ・八

ツ木村等の芳賀郡北端の村々や塩谷郡栗ケ島 ・太田村等を打ち こわ している。

6日 の祖母井村襲撃以後,一 揆勢に金穀の拠出を誓約 して打ちこお しを免れ る

「降参」の事例が 目立ってくる。4月7・8日 芳賀 ・塩谷両郡の境界の村 々で

は,「降参」の軒数が打ちこわされる軒数を上回るほ どになる。こうして8日 泉

村(高 根沢郷)の 打ちこわ しで,5日 間にわたる真岡 ・芳賀地方世直 し一揆は

ひとまず終息した ものと思われる。なおこの間に,真 岡の西方亀山村では村内

の豪農と小前が対立 し,小 前側に立った一名主の主導で,質 地 ・質物の取戻 し

と金穀の拠出が取決め られている22)σ

真岡 ・芳賀地方の世直 し一揆のなかで,打 ちこわされた り,降 参 した家をほ

ぼ日時順に一覧表(表2)に してみた。依拠 した史料の関係で真岡東方の村 々

の状況が不明であるが,約70軒 をかかげることができた。 依拠 した史料相互

間の記述に精粗 ・相違があるので,な るべ く2点 以上の史料に共通する記述を

採用するよ うに した。 しかし,6日 の祖母井村 とそれ以後の村 々に関 しては,

史料相互間の記述の相違が大きいために調整 しきれず,一 史料にのみ出ている

ものもかかげることになった。従 って打ちこわ しにあったものは祖母井村では

8軒,上 延生村では3軒 とい う史料の記述23)を生かせば,祖 母井 ・上延生両村

とも同一家の名前 と屋号を別々にかかげたおそれがある。以下一覧表について

若干のコメン トをつけておきたい。

真岡町以外 の村々で一揆勢の攻撃対象 となった家は,そ の大部分が豪農で,

酒造業 ・質屋 ・金融業を兼ね,名 主等の村役人であるとみなしてよい。たとえ

22)秋 本典夫著r北 関東下野における封建権力と民衆』(山川出版社,1981年)第2篇 第

1章 第2節 「幕末期における農民闘争の構造」参照。

23)「 亀 山村名主日記」(前 掲r栃 木県史 ・史料編』近世7,420ペ ージ),「 上延生村御届

帳控」(同 上書,426-431ペ ージ)。
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表2。 真岡 ・芳賀地方で打ちこわされた り,降 参 した家

・ 剛 邸 村(郡)1 襲 撃 さ れ た 家 降 害状 況
4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月4目

4月4日

4月4日

4月4目

4月4日

4月4日

4月4日

4月4日

4月5日

4月5日

4月5日

4月5日

4月5日

4月5日

4月5日

4月5日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

村

村

町

町

町

町

町

町

町

村

村

村

村

村

村

荒

荒

荒

荒

荒

荒

荒

岡

台

台

台

田

田

田

田

田

田

田

村

村

村

橋

橋

村

村

村

村

村

村

村

村

沼

沼

井

井

井

井

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

郷

内

貝

高

高

室

堤

堤

堤

堤

山

沢

山

水

水

母

母

母

母

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

真

西

堀

飯

西

東

氷

長

長

長

長

上

前

亀

東

東

祖

祖

祖

祖

i
鈴木久四郎

戊亥屋

満川祐春

助兵衛

土蔵兵右衛門

仲間福田屋

嶋 屋

佐の屋

半兵衛

晒 屋

定 吉

藤岡屋常兵衛

豊田利兵衛

福井屋周助

金木屋

田町新田穀屋

堺屋善兵衛

材木屋喜兵衛

藤右衛門

下屋一

武兵衛

〔4軒程〕

前田重蔵

氷室新右衛門

茂 助

絞右衛門

佐 七

袖之助

仙右衛門

兵左衛門

和田柳

西川惣兵衛

忠兵衛

町田久右衛門

〔仙助〕

〔太兵衛〕

横堀孫右衛門(万 屋)

打殿し

打殿し,大荒

打殿し,大荒

打殿し,大荒

打殿し

打殿し

打鍛し,不入

打鍛し

打殿し,大荒

打i設し

打毅し

打鍛し,大荒

打殿し

打殿し

打毅し

打殿し

打殿し

打殿し

打毅し,一大荒

打毅し

打殿し

打殿し

打穀し

打殿し

打殿し

打殿し

打殻し

打鍛し

打殿し

打殿し

打i設し途中内済

打殿し

打鍛し

打殿し

打殿し

打殿し

打殿し
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・ 剛 ・い 村(郡 一 襲 撃 さ れ た 家 }薦 状 況

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月6日

4月7日

4月7日

4月7日

4月7日

4月7日

4月8日

4月10日

4月10日

4月10日

4月10日

4月10日}

祖母井村

祖母井村

祖母井村

祖母井村

祖母井村

祖母井村

祖母井村

祖母井村

下高根沢村

上延生村

上延生村

上延生村'

上延生村

大 島

迎 戸

迎 戸

西 根(塩 谷郡)
'

西 根(塩 谷郡)

般若塚(塩 谷郡)

般若塚(塩 谷郡)

八ツ木村

栗ケ嶋村(塩 谷郡)

太田村(塩 谷郡)

太田村(塩 谷郡)

給部村

中柏崎村(塩 谷郡)

梶 内(下 高根沢村)

日下田

泉(高 根沢郷)

舟 土

原(塩 谷郡)

石末村(塩 谷郡)

氏家宿(塩 谷郡)

、馬場村(塩 谷郡)

桜野村(塩 谷郡)

桜野村(塩 谷郡)

桜野村(塩 谷郡)

杉田勘右衛門

〔新兵衛〕

〔茂右衛門〕

天満屋利右衛門

宮川屋(新 宅 ・本宅)

〔糸屋半兵衛〕

〔奥州屋仙次〕

〔油屋久兵衛〕

斎藤十内(高 田)

塩田惣右衛門

〔車屋本宅・新宅〕

定右衛門(紺 屋)

周 助

〔紺屋〕

阿久津半之助

日野屋

宇津権右衛門

辰巳屋

黒崎治部右衛門

天満屋

小堀庄兵衛

矢野九平

見目清左衛門

久右衛門

綱川源次右衛門

矢口長右衛門

螺良源右衛門

黒崎太左衛門

八兵衛

〔音吉,

〔清左衛門〕

〔清左衛門〕

〔湊屋兵助〕

〔たはこや十助〕

〔紙屋武平〕

〔万屋仙助〕

〔万屋金助〕

し

し

殿

鍛

打

打

.

し

し

し

し

し

参

参

し

し

し

し

し

し

し

参

参

参

参

参

参

し

し

し

し

参

参

参

か

か

参

し

し

し

し

し

し

し

殿

鍛

殿

殿

参

参

鍛

毅

殿

殼

殿

般

殿

殿

穀

殿

穀

殿

鍛

殼

殿

殿

殿

殿

毅

打

打

打

打

打

降

降

打

打

打

打

打

打

お

降

降

降

降

降

降

打

打

打

打

降

降

降

降

降

降

打

打

打

打

打

打

打

〔注〕 ほぼ日附順に並べたが,空 白は日附を確定できないことを示す。郡名を記さないも
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のは芳賀郡,村 のつかない地名は村内の字を示す。〔家名〕は一史料の記述にのみみ ら

れるものを示す。

〔史料〕 慶応4年4月 「下岡本村打壊騒動 日記」,同4年4月 「給部村綱川家あて世直し

騒動風聞書」,同4年4月 「亀山村名主日記」,同4年 「打ちこわしならびに降参富家覚

書」,同4年4月 「上延生村御届帳控」,同4年4月 「益子信将下之庄御用出手控」,以

上 『栃木県史 ・史料編』近世7(1978年)413-441ペ ージ。芳賀町給部,綱 川家文書「書

簡」No.2490。

ぽ打ちこわ しを免れたため一覧表には出ていないが,亀 山村(芳 賀郡)の 名主

鈴木家は,慶 応4年 の持高57石1斗,他 に質地高59石8斗(8町1反),こ の

質地金95両 余,他 に質物預 り約110両 とい う豪農である24)。 また祖母井村は

芳賀郡北方 の小在郷町で,商 家が多少集中 しており,打 ちこわ しの対象 となっ

た家 も多 く,そ のなかに屋号を もつ ものが見受け られ る。

芳賀郡 。塩谷郡の境界附近で増加 した 「降参」の条件は,一 揆勢やその頭取

に対 して質地 ・質物の無償返還や貸付金の帳消 しか半減の他,金 穀の拠出を誓

約す ることである。 た とえば迎戸の阿久津半之助と日野屋(近 江商人か),西

根の宇津権右衛門(救 命丸本舗)と 辰巳屋はそれぞれ 合 せ て 金1,000両 ・米

1,000俵,般 若塚の黒崎治部右衛門 と天満屋は合せて金700両 ・米500俵 と多
つぶ ら

額 の拠 出を誓約 してい る◎給部村 の綱川家,梶 内 の螺 良家,日 下田 の黒 崎家 は

それぞれ金100両 ・米100俵,中 柏崎村 の矢 口家 は金200両 ・米200俵 の拠 出

を誓約 してい る25)Qし か し,ま もな く黒羽藩や大 田原 藩が こρ地 方ζ出兵 して

一揆勢 を鎮圧 したた め
,上 記 の金穀拠 出 の誓約書 はす べて空手形 にな って しま

った。

ところで一覧表 のおわ りにかか げた よ うに,10日 夜 明けに塩谷郡 疵家宿 と隣

接 の馬場 ・桜 野村で5軒 の商 人が打 ち こわ され てい る26)。前 節 でみ た よ うに,

宇 都 宮周辺 の世 直 し一揆で は,宇 都宮 城下で の同藩兵 との衝突 のあ と,一 揆勢

は北上 して奥州街道 白沢宿を打 ち こわ し,一 部は鬼怒川 を こえて氏家宿へ 向 っ

たが,ヒ れは4日 頃 で,ま もな く宇都宮藩兵 の追撃にあ って四散 してい る。従

24)前 掲秋本典夫著書,317-334ペ ージ。

25)「打 ちこわ しならびに 降参富家覚書」(前掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,424-425ペ
ーレ)。

26)芳 賀町給部,綱 川家文書 「書簡」No.2490。
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って前述の10日 の打ちこわ しは,芳 賀郡を北上 してきた一揆勢が,黒 羽藩兵

に追われて奥州街道にまで進出したものと考えられ るが,今 のところ他の史料

による裏付けを得ていない。

真岡 ・芳賀地方の世直 し一揆は,4月9日 に真岡に進駐 した官軍 と,8日 に

黒羽を出発 して益子周辺の分領(下 之庄)警 備のために南下 してきた黒羽藩兵

等によって鎮圧 されてい る。ここでは黒羽藩家老益子信将の 「下之庄御用出手

控」に基づいて注目すべき点を指摘 しておこデ7)。

第一に4月8日 以降 も芳賀郡各地に農民の屯集が続いている。8日 一橋領下

金井村(塩 谷郡)辺 に300人 程が屯集 し,さ らに結城藩領高根沢郷泉村で3～

400人 が八兵衛家を打ちこわ している。10日 真岡代官所領高岡村(真 岡の東南)

で農民が集会 し,黒 羽藩兵の出動で鉄砲1挺,ガ ン ドウ提燈3個 を残 して四散
いちはな

し,4～9入 が逮捕 される。12日 市塙村(益 子の北方)の 鎮守の森に農民が100

人程集合 し,さ らに人数が増す ところを,黒 羽藩兵 より早 く大田原藩兵が出動

して解散させる。16日 凌下大羽村(益 子の西方)で 農民集会, ,黒羽藩兵が出動

して解散させる。 要す るに4月7～8日 に一応終息した筈の世直 し一揆の動 き

は,必 ず しも鎮火 したわけではな く,農 民たちは官軍や黒羽 ・大田原両藩兵の

出動のすきをね らって集会を行ない,近 辺の村 々を動揺させていたのである。

もっとも日を追って整備 されて くる鎮圧体制に農民たちは抗 しえず,8日 を限

りに打ちこわ しは姿を消 しているo

第二に黒羽藩兵の益子陣屋への出動の目的は,同 藩の分領下之庄7力 村へ周

辺の他領の世直 し一揆が波及することを阻止することであった。 しかし,出 動

後間 もなく,代 官が逃亡 した真岡代官所領の高岡 ・青谷両村役人から黒羽藩兵

の出動を要請 されている。黒羽藩兵のこうした他領の農民屯集への鎮 圧 出 動

は,11日 真岡陣屋で官軍の主脳か ら激励されている。14日 までに黒羽藩兵に

寄せ られた村役人 よりの 出動広頼ば19力 村に達している。 その内訳は学都宮

藩領1,真 岡代官所領5,相 給旗本領1,旗 本領(5知 行所)12と な っ て い

二の 前 掲 『栃 木県 史 ・史 料 編 』近 世7,432-441ペ ー ジ。 な お前 掲 拙 稿 論 文,185-194ペ ー

ジ参照 。
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て,真 岡代官所領と旗本領が多 く,こ れ らの村 々はこの時点で無警備状態にあ

ったことが如実に示されている。

第三に黒羽藩兵の出動が当地方の世直 し一揆の終息に果 した役割の大きさで

あ る。同藩兵が17日 に集約 した 「御陣屋最寄打殿家数調」によると,5～7日

に8力 村にわたって20軒 が打ちこわされたとされる。 その他,質 屋 ・酒屋 ・

穀屋 ・醤油屋等 の富家が,村 役人の立会で一揆勢に誓約書を提出して打ちこわ

しを免れたが,そ の条件は諸物品の5割 値下げ,質 物の無条件返還,貸 金の無

利息5力 年賦等 と,金100～500両 ・米100～500俵 の拠出であった と して い

る。 もっとも黒羽藩兵や大田原藩兵の出動により世直 し一揆は鎮圧され,実 際

に米金が富家 より一揆勢や農民に引渡された風聞はないとしている。

この点は4月10日 付給部村綱川家宛書簡に 「其節之計策 二て,百 両 ・百 俵

居村へ差出候事 二申触候得共,右 は黒羽 ・大田原 より之御沙汰二は差出二不及,

右催促等申老は頭取 二付,可 打取様御沙汰之趣 二付,御 安心可被下候」とある

のと合致 している28)。実際当地方の世直 し一揆鎮圧のきめ手は,金 穀拠出の誓

約書を所持 している者 こそ一揆の頭取 とみな して追及する黒羽 ・大田原藩兵の

強硬な態度であった といえよう。

第4節 鹿 沼周辺 の世 直 し一揆 と村方 騒動

3月29日 安塚村に発生 した世直 し一揆 の中心部隊は,参 加者を増大 させなが

ら宇都宮へ向ったが,一 揆勢の一部は西へ進み,例 幣使街道の楡木宿や鹿沼南

方の村 々を世直 し一揆の渦中に巻込んでいる29)。この一揆勢のコースと行動に

ついて,そ の全体像を把握す るに至 っていないが,当 時の記録か らいくつかの

点に照明をあててみ ようo

第一に3月29日 に金崎宿(例 幣使街道)の 名主が出 した廻状に,「 当節安塚

辺 よ俄事起 り,所 々打破いた し,上 田村 ・中泉村辺迄大勢寄集 り,追 々当辺へ

参 り可申哉も難斗趣,只 今亀和田村 より態々注進いた し呉候間」とある30)。上

28)前 掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,416-417ペ ージ。

29)前 掲拙稿論丈,168-173ペ ージ。

30)渡 辺美吉士 「慶応四年の打こわ亭史料紹介」(『鹿沼史林』第19号,1980年)。
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田 ・中泉両村は安塚村の西隣 りで,亀 和田村は金崎宿の東隣 りである。この中

泉村は畠山木久麿領であるが,4月2日 以前に村役人が小前の要求に応 じて,

質の利息を天保期並に引下げる,夫 食不足や肥料不足の者に10月 まで 融通す

る,年 季明け後の質地の田畑山林を元金10力 年賦で返地するとい う誓約書を

出 してい る31)。

第二に鹿沼南方の世直 し一揆が本格化するのは4月4日 か らである。同日一

揆の発起者たちは次の ような廻状を上 ・下奈良部村,上 ・中 ・下石川村,上 ・

下欠下村,深 津村,鷺 ノ谷村,茂 呂村,籾 山村,日 光奈良部村に出している。

廻状の内容は 「然は今度困窮者為助成,世 直 し相初 メ候 二付,村 々御人数,此

廻状相届次第早々御出被下候様,塩 山村大石坊二てせいそろひ仕候問,右 様御

承知可被下候」 とい うもので32),廻 状 と同時に一揆に参加 しない村には数百人

で押 しかけて放火す るとい う話が伝え られ,動 揺 した農民たちは続々と大石坊

に集 り,村 役人 も手の下 しよ うがなかったとい う。なお大石坊は塩出村(例 幣

使街道奈佐原宿の西隣 り)の 大師ケ窪にある寺である。このように一揆勢は次

々と寺院を集結地に利用 している。

第三に一揆勢が大石坊に結集 して 以後の動きをみておこう。 「鹿沼町福田家

風聞異説 日記」には,「五 日朝二は下方上殿村光明寺へ屯致候由,凡 八百人余,

夫よ り大 しや くほ(注 一大師ケ窪)集,油 田村二股嘉七 と申大家打殿 し,夫 粟

野村横尾申大家参ル,質 物借金証文不残差出し候 二付,夫 二て事済,粕 尾村越

候 よし,夫 より中頭取横尾引返 し,金 策致候よし二付,惣 勢怒 り頭取 ヲ相取候

よし,右 二て大散仕候 よし」 とある33)。また 「下南摩村名主見習臨時御用留控

帳」には,「四月五日,暁 七 ツ時百姓壱騎(揆)相 起 り,大 師ケ窪二屯二相成,

夫よ り西沢勝願寺へ参 り,夫 より弥五左衛門よ り油田二又へ行打 こわ し,夫 よ

り半田医王寺へ行泊 り,夫 より暁七 ツ時深程へ行,夫 より久野 ・粟野 ・粕尾,

大越路極楽寺 二て頭取笹川数馬 ・鈴木直弥両人打 ころ し,村 々へ思ひ思ひ二引

取申候」 とある34)。一揆勢が大芦川 と小創llに 挾 まれた地域を巡回して参加者

31)「 畠 山領 訴 状 留 」(前 掲r栃 木 県 史 ・史 料 編 』 近世7,358ペ ー ジ)。

32)「 茂 呂村 佐藤 家御 用 留 」(同 上 書,323ペ ージ)。

33)同 上書,325ペ ー ジ。

34)同 上書,333-334ペ ー ジ。
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を増加させつつ,村 役人や豪農を威圧 している様子が う坤・がえる。結局打ちこ

わされたのは油田村の二又嘉七とい う富家のみで,西 沢村の弥五左衛門とロ粟

野村の横尾家は一揆勢 こ降参している。なお口粟野村は小倉川の渓口集落とし

て町場化 してお り,横 尾家はそこの有力商人であった。

第四に一揆勢の頭取についてみてみようQこ こでは他の地域の世直 し一揆 と

は異な り,頭 取の名前やスタイル,行 動などがかな り明確な点に特徴がある。

「茂呂村佐藤家御用留」には,「半田村迄罷出様子伺候所,頭 取之義は,博 徒

打之体,一 刀 ヲ帯,晒 し切二て鉢巻いた し,抜 身 ・鑓を携ひ,壱 人は楡木宿観

音寺住僧之由,都 合五六人 と身受 ケ,何 分不正ケ間敷心付」 と興味深い観察が

記 されている35)。後述の佐 目村 ・大和田村の村役人がで揆勢に提出 した誓約書

は,頭 取の笹川数馬 ・鈴木直児(司)あ てにな っている。他の史料 晒 方騒事

見テ写置」では 「栃木荒茂美二男,ふ つこふ し頭取 二而」とし,他 の一 人 を

「十三」 としている36)。熊田一氏が 『楡木物語』(下 野史談会,1942年)に 基
あらもみ

ついて,頭 取は栃木町の新籾 とい う浪人者で,そ の父親が畠山木久麿陣屋役所

(栃木町隣接の嘉右衛門新田にあった)の 代官新籾沢右衛門であろうと推測 し

ている点に符合 している37)。

ところで口粟野村の横尾家が降参 した後,頭 取の一人が同宅へ戻って私的な

金策をしたことが露顕 して,一 揆勢の怒 りを買 っている。 この時は南摩村の寺

院が仲に入って収 まったが,一 揆勢が山間の粕尾村に着いたところで,頭 取両

人は楡木勢 ・塩山勢によって殺され,一 揆勢は ここで解散 した38)。頭取の二人

が殺 された理由は,攻 撃対象の豪農か ら私的に金を引出すような不正に,一 揆

に参加している農民大衆が憤激 したことが主因 とみ られ る。 しか し,一 揆勢の

なかには,動 静をさぐるために村役人やその息のかかった者がかな りまぎれ込

んでお り,一 揆の早期の鎮静をはかるために,彼 等が策動 したことも考えられ

るo

35)同 上書,324ペ ージ。

36)渡 辺美吉士 「慶応四年西力地力の打こわし」(『鹿沼史林』第21号,1982年)。

37)熊 田一 「慶応四年の農民騒動」(大町雅美 ・長谷川伸三編著 『幕末の農民一揆』所収,

雄口」閣,1974年)0
38)「 茂呂村佐藤家御用留」(前掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,324ペ ージ)。
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第五に一揆勢に降参 した村々が提出した誓約書についてみてみ よう・畠山木

久麿領では,中 泉村が4月2日 以前に村方小前あてに提出したことは先に述べ

たが,4月4日 に佐 目村が,4月5日 に大和田村等東最寄九力村が,一 揆の頭

取 と目され る笹川数馬 ・鈴木直児(司)あ てに提出している。その内容は一揆

の高揚を反映してか,村 役人や豪農に とってしだいにきびしいものになってい

る。佐 目村の場合は,① 質地は10力 年季とし,質 入主が手作 りし,年 貢諸役

も質入主が負担する,10力 年たてば元金有合次第に返地する,② 肥金に困窮す

る者 と窮民の夫食は有徳の者が貸付けを配慮するとい う内容で,質 物 ・質利息

等については,村 に質屋渡世の者がいないため特に規定 していない。大和田村等

九力村の場合は,① 質地証文は10力 年賦で返す,② 質物の うち夏入用の品は

す ぐに返すが,金 物は10月 に元金にて返す,③ 質利息は金1両 に付100文 と

す る,④ 肥金に差支える者へは当秋 まで金を貸す,⑤ 穀物に困窮する者へは10

月まで貸付けるとい う内容で,「若此義相背候 もの有之候ハX,直 様打こわ し

候事,右 承知之上ハ旗印相立(定 か)可 申事」 と誓約 している39)。

大和 田村は楡木宿の東側に位置 し,上 記の誓約書について,領 主へは 「当今

世直 と唱ひ,村 々一円誘引被致,無 余義書類差出申候」 と届け出ている。.しか

し,大 和田村は この地域の世直 し一揆が鎮静 した直後,隣 村の旗本宮城氏の知

行所植野村 の農民か ら世直 しの実施を要求され,困 惑 している。植野村の村役

人は,4月5日 に大和田村の村役人が質物と質地証文の返還等を一揆勢に 約束

した通 りに,ま ず質物を元利金を一切差出さずに返還することを要求し,受 入

れさせている。ついで植野村の村役入は同様に質地証文の無償返還を要求して

きたので,困 惑 した大和田村の村役人は,4月14日 頃 自分の領主 と相手方の領

主に実情を訴えている。 これに応じて畠山木久麿の家来は宮城氏の家来に交渉

し,農 民に質地証文の無償返還要求を引込めさせるように働きかけている40)。

事態の結末は不明だが,農 民への支配力が急速に低下 していた当時の旗本領主

が,支 障な く農民を規制できたか疑わ しいものである。

39)「 畠山 領 訴 状 留」(同 上 書,358-359,362-363ペ ー ジ)。

40)「 畠山 領 訴 状 留」(同 上書,362-364ペ ー ジ)。
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鹿沼周辺の村 々では,世 直 し一揆の鎮静後間 もなく,中 下層農民が質物 ・質

地の返還や金穀の拠出を村役人や上層農民に要求する世直 し的性格の濃い村方

騒動を展開 している。上記の植野村の場合も,具 体的な状況は不明であるが,

小煎層が村役人を突上げて大和田村に交渉 させていたものと思われ る。鹿沼宿

の西北郊下沢村(旗 本四給)や 同西南郊下南摩村(畠 山木久麿知行所)の 事例

については前稿等にゆず り4D,こ こでは同じ畠山領の野沢村についてみてみよ

う。

鹿沼の南方約2里,例 幣使街道に沿った野沢村では,3月 末以来近辺の世直

し一揆を背後に,村 内の小前が集会を続け,酒 食を浪費 したあげ く,そ の費用

の負担を村役人や豪農に要求 している。村役人がやむなく承知すると散会した

が,4月6日 よりふたたび鎮守の森に集 り気勢をあげ,豪 農 とみな した者へ窮

民救済を名 目にかな りの金穀の差出 しを要求している。た とえば上層農民の嘉

重は金25両 ・米25俵 を要求 され,3俵 程を差出す ことを承知 したところ,小

前たちは同人宅へ押寄せ,放 火か打ちこわ しを辞 さない態度を示 したので,嘉

重はやむな く金10両 ・米10俵 の差出 しを約束 して.小 前たちを引取 らせてい

る。小前 の集会は11日 まで続き,こ の間に多分の酒食を浪費し,村 役人や豪

農に拠出させた米金をそれにあて,残 りも持高によらずに均等に分 配 して い

る。

豪農 と村役人はよ うや く5月21日 に右の事情を領主に訴え,陣 屋役人 によ

る取調べの結果,百 姓茂市が主謀者とみなされ入牢 させ られている。同月晦 日

には茂市は村預けを命 じられ,ま た豪農 より小前へ拠 出した 金7両 ・米20俵

は窮民の救済が目的なので,ほ ぼ生活が成立つ者は分配された米金を返 し,窮

民のみに再分配するように命 じられている42)。以上が野沢村の村方騒動の顛末

であるが,同 様の騒動は当時多 くの村 々で発生 していたものと思われる。

例幣使街道金崎宿 とその西方に 点在する13力 村は西方郷内とよぼれ,そ の

大部分は現在の上都賀郡西方村に属す るが,こ の地域に4月10日 か ら世直 し

41)前 掲拙稿論交,172ペ ージ,前掲熊田一 「慶応四年の農民騒動」2巧一251ページ。
42)「畠山領訴状留」(前掲 『栃木県史・史料編』近世7,370-373ペ ージ)。



慶応4年 野州世直し一揆の再検討 一ZO3

一揆が起 っている。10日 夜から11日 朝にかけて,西 方郷内の農民が富士浅間

山(西 方山)に 結集 し,同 日昼頃金崎宿木之宮の名主重右衛門宅に押 しかけ,

居宅 ・土蔵等を打ちこわ している。重右衛門宅が攻撃 されたのは,安 塚村に発

した一挫勢が西方郷内を含む鹿沼南方に向った緊迫 した 情勢のなかで,4月2

日郷内村々の役人と豪農が集まり,合 計250両 を拠金 して郷内貧民への救済資

金 として準備 したが,一 揆が一応鎮静 した7日 の村役人の集会で,こ の積金の

郷内困窮者への配分方法が決 りかけた際に,重 右衛門が積金の配分は 「五拾両

テよろ しかろふ,其 内二而役人呑食いの分 ヲ引割遣よかろふ」と話 した ことが

郷内の農民に伝わ り,彼 等の憤激をかったため とい う。

重右衛門宅の打ちこわ しに驚いた古宿村の名主三沢作兵衛は,隣 接する壬生

藩に鎮圧を要請 したところ,同 藩の小笠原甚三郎が銃砲隊を引連れて磯村(楡

木璋 と金崎宿の中間)よ り出動 し,金 崎宿 より引揚げてきた農民に発 砲 した

が,西 方郷内6力 村を知行地 とす る旗本横山氏の地代官石川氏が古宿陣屋より

駆けつけ,百 姓を打殺 されるのは迷惑 と抗義 したので,壬 生藩兵は発砲を中止

して引揚げていった。一方硬化 した農民たちに対 して,仲 裁に入 った4力 寺の

説得 も効果をあげえず,旗 本横山氏領の村役人たちが,農 民側の要求を生かし

た打開策を講 じるか ら,道 具を持った ままで帰村 し待機するように説得 し,農

民たちを解散 させている。

4月15日 に郷内の農民代表 と村役人たちが峯村福正寺に集まり,次 の条件で一

内済す ることになった。 まず7力 年以内の借用証文は5力 年賦,4～15両 の質

物は元金 の3割 で返還,15両 以上の質物は元金の半額で返還,返 された元金は

郷内窮民 の救済資金とする,村 内ごとに富家が窮民へ穀物を来る8月 まで貸付

ける,こ や し代金は25両 に1分 の利息で8月 限 りで元利返済,そ の他酒 ・醤

油 ・水油 ・白米の値段を引下げるとい う,農 民側の要求を相当もりこんだ条件

になっている。この日以後,各村 ごとに拠出された金穀が,村 役人 の手で村内の

生活困窮者に配分 されているQ対 象 となる窮民の家数は金崎宿39軒,他12ヵ

村で216軒 に達 している43)。以後 も村役人 ・豪農 と小前農民たちの問には緊張

43)前 掲渡辺美吉士 「慶応四年の打 こわ し史料紹介」・「慶応四年西方地方の打こわし」。
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した関係が続いているが,言 及す ることを割愛 したい。

ところで明治維新政府の地方支配体制が確立 して くると,世 直 し一揆の成果

を否定する反動攻勢が表面化 して くる。明治元年(1868)冬 この地域の質屋渡

世 の者が連名で 日光県知事鍋島道太郎に,春 の世直 し一揆中に返還 した質物を

取戻すことを願い出ている。 鍋島は質物を12月 朔 日までに取返す ように 命 じ

たが,自 主的に質物を質屋に戻 しに くる老はいなかった。そ こで鍋島は重ねて

質物を質屋に戻すことを命 じ,自 ら視察をかねて農村部に出張 し,質 物を残 ら

ず返 させたとい う。こうして 「右借 シ金質物前々之通相成申候,依 之ふつこふ

し之事皆不用之事候」 とい う事態になった{4)。しか し,世 直 し一揆のもう一つ

の成果である金穀の拠出や物価 ・利息の引下げまで,元 に戻されたわけではな

か ったo

第5節 多 功宿 の騒動 と下 津原 村の世 直 し一揆

慶応4年4月 前後の野州では,上 述の宇都宮 ・鹿沼周辺,真 岡 ・芳賀地方の

世直 し一揆 とはやや別個に,い くつかの世直 し的性格の濃い一揆 ・打 ちこわ し

・村方騒動が発生 している。そ うした事例の うち,3月28日 以降激化す る河内

か みのかわ

郡上三川地方(三 村名主兵助等 と坂上村 ・三王山村農民 との紛争)や4月 上旬

の芳賀郡谷田貝町の騒動については前稿で述べた45)。これ らの事件は他地域の

世直 し一揆の影響が強いとはいえ,一 応独立 して発生 し,や がて終息 している

が,そ の情報は発生直後に野州の他の地域に伝わ っていた。

たとえば芳賀郡 「亀山村名主日記」4月2日 の条に,「上三川辺 も其最寄廿ケ

村 も申合,是 又物持へ掛合可有之由」とあ り46),芳賀郡下高間木村役人の 「野

州騒乱届書控」(4月9日 付)に,「 野州芳賀郡久下 田組 と相唱へ,三 拾五六ケ

村人数同所芳全寺と申寺院へ屯集致 し,当 五 日勢揃二て谷田貝 ・久下田宿へ押

44)「西方騒事見テ写置」(前掲渡辺美吉士 「慶応四年西方地方の打こわし」)。
45)前 掲拙稿論文,182-185ペ ージ。前者については,上 三川町史編さん委員会編 『上三

川町史・史料編』近世(1979年)第7章 第1節4「 三村 ・坂上・三王山村打殿一件」

参照。
46)前 掲 『栃木県史・史料編』近世7,419ペ ージ。
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出 し,未タ何方へ乱妨致 し候人数二御座候哉不相訳,尤 谷田貝町へは乱妨致 し不'

申候趣二て,弐 百俵 ・弐百両 も強談之上 二奪取哉之趣二御座候事」 とある蛸。

いずれも参加 した村数等は誇大であ るが,騒 動の特徴はよく伝えてい る。

これ らの事件は一見孤立 した闘いにみえるが,世 直 し的要求を村落や地域で

実現 しよ うとす る農民の意識や行動は,他 の地域と共通 したものである。ここ

では前稿で も取上げたが,そ の後知 りえた史料にタ・り修正すべ き点の多い下津

原騒動と,今 回新たに取上げる河内郡多功宿 の事件を検討 してみたい。

多功宿は日光街道石橋宿の東隣 りで,脇 街道(結 城道)の 宿場であ る。 この

宿は旗本4人 の相給地であるが,4月 初め頃農民たちが得物を持 って 宿内の大

聖寺に集まった。驚いた宿役人が問いただしたどころ,農 民たちは宿持の原地

の地代貯え金と塵木代金の合せて102両1分 を小前に割渡す ことと宿持の立木

の伐取の承認を要求してきた。宿役人側が この要求を受入れ ると,農 民たちは

今度は,① 田畑山林の質地を15力 年季 とし,こ の間に元金で返す こと,② 借

用金は新古に限 らず無利息10力 年賦とすること,③ 入質の品物は元金で 返還

す るか,元 金ができない場合は無利息でかつ流質せずに預ってお くこと,④ 質

利息を引下げ ること,⑤ 小作山林(落 葉代か)も 値下げす ることを要求してき

た。いずれ も世直 し一揆的要求であ る。

宿役人側は小前のなかで金融を行なっている者に事情を聞いたところ,他 か

ら借入れて宿内に融通 しているとい うので,.農 民たちの要求を拒否 しようとし

た。 しか し,農 民側は要求が通 らなけれぽ不同意の宿役人および小前宅を打ち

こわ し,焼 捨てるとい うので,宿 役人側は時節柄やむをえず要求を受入れるこ

とにした。 しか し,農 民たちはなおも結集を続け,農 作業を放置 している間に,

4月7日 官軍(館 林藩兵)が 通 りかか り,人 馬の調達がで きなかった ことから

宿役人 より事情を聞 き,官 軍は大聖寺に鎮圧に入 り,12名 を逮捕するに 至 っ

た。逮捕者の取調べにより,宿 内百姓の伜熊蔵が主謀者であることが 判 明 し

た。 官軍は12名 の者を釈放 し,一 方宿役人に熊蔵の逮捕 と農民に対 して地代

金の割渡 し,質 利息の引下げ等を遵守することを命じて立去 った。その後9日

47)同 上 書,418ペ ー ジ。



106 商 学 討 究 第33巻 、第2・3号

に,逮 捕を免れた熊蔵がふたたび活動を始め,大 聖寺に同志を集めたので,宿

役人は熊蔵の逮捕に踏切っている48)。

以上が史料か らわかる事件の概要であるが,多 功宿が宇都宮周辺の世直 し一

撲の発端 ともみ られる打ちこわ しがあ った石橋宿の隣宿であるだけに,そ れの

直接的な影響が考えられるoな お官軍は屯集 していた農民12名 を 釈放 しなが

ら,宿 役人への 「申渡」 のなかで,騒 動を組織 した熊蔵をさして 「剛性之者」

として追及す ることと,農 民への譲歩条件を遵守することを宿役人に命 じ,「万

一官軍之勢を借 り,二 枚之舌 二相成候てハ,返 て役人之落度相成候間」 と述べ

ている点に注 目される49)。こうした官軍の態度には,3月 後半に東上州で世直

し一揆の鎮圧に苦労 した館林藩兵の体験が反映 していると思われる。

'例 幣使街道の富田宿(現 大平町)と 犬伏宿(現 佐野市)の ほぼ中間にあたる

都賀郡下津原村(現 岩船町)の 世直 し一揆は4月13日 に 発生 している。 この

事件の経過を,同 村で酒造 ・醤油造 ・質屋を営む藤沢家の 「家史稿本」によっ

て略述 してみ よう50)。

4月12日 夜一揆勢(暴 党)は 赤塚山に集合 し,翌 未明 「世直シ大明神」

と記 した紙旗を押立て,近 辺の各村 より各戸1人 ずつを強制的に動員 し,

食事 の焚出しを拒否 した茂呂村名主小林弥一郎家を打ちこわ した。藤沢家

は一揆勢の要求に応 じて借金証文 と質物を無償で返還することを承諾 し,

書面を渡 したので打ちこわ しを免れた。夜にな り一揆勢は佐野町を襲 う気

勢を示 して駒場村恵性院の境内に屯集 した ところ,,彦 根藩(佐 野陣屋)と

堀田藩(植 野陣屋)の 出動にあい鎮圧された。一揆勢は四散 し,そ の巨魁

(頭取)は 謀者に よって斬殺された。 しか し,藤 沢家では一揆勢 との約束

をまもって,6月15日 を期限 として質物を半金無利息で返還 した。

ところで藤沢家が一揆勢に差出した書面の実物 と思われるものが,現 在同家

に保存されている。内容は 「此度世直 し二付,貸 金 と其外質物二至迄,不 残相

返 シ可申候,但 シ此度之儀 二付,違 返等無之候処,右 之趣致承知,此 外村内穀

48)前 掲 『上三川町史 ・史料編』近世,第7章 第1節 多「多功宿小前大聖寺屯集一件」。

49)「 多功宿役人への官軍申渡」(同上書,457-458ペ ージ)。

50)深 谷克己 ・河内八郎'「慶応4年 『世直し』史料」(『栃木県史研究』第3号,1972年)。
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物何程成共可差上候」 とい う 「覚」で,4月13日 付,下 津原村西沢藤左衛門よ

り世直 し大明神様あてになっている51)。しかもこの書面には,折 畳んだ ところ

を刀様のもので切 りかけた破れ目と血痕 らしい汚染がある。 これは彦根藩兵等

が一揆勢を鎮圧 した際に,一 揆勢のなかでにわかに巨魁を斬 りつけ た 者 が お

り,彼 が書面を奪い取る際についた ものといわれ,お そ らく藤沢家に代償めあ

てに戻されたものとみ られ る52)。また藤沢家は 「家史稿本」で述べてあるよう

に,進 んで質物の返還を行なったのではなかった。一揆勢の四散後間 もな く,

次のような札が藤沢家に張 られたのである53)。

覚 四番

先達 テ人誠来 り,大 勢之者引連かけ相之上,光(降)さ ん書差出シ,人 々

正智(承 知)い た し候,其 末 した弐字 二相遣(違)9う 二ついてハ,今 一度

人誠をとどろかす事

此書隠置有之候者ハ黒土也,こ うかいハ先二立Xす

色 々弐字 ヲ兼者火払事

稚拙な表現であるが,世 直 し大明神ない しは世直 し要求を 「人誠」と表現し,

藤沢家が一揆勢g)要 求を受入れて降参書を差出し,打 ちこわ しを免れ#以 上,

それに違背した場合は再度押 しかけて世直 しを要求すると脅か しているのであ

る。「弐字」が何をさすのかは必ず しも明確ではないが,降 参の条件を 示 して

いると思われ る。付記の 「黒土也」 とは焼払 うとい う意味であろう。 さらに先

の一揆に参加 した4力 村の農民に再度の決起を うながし,豪 農への協力を警告

する張札 も出されている54)。

こうした一揆勢の残留分子による脅迫に押されて,藤 沢家はやむな く質物の

返還を履行 したのである。なお同家は同年4月 付 「非常二付質物左之通」 とい

う質物取扱い方約定書を残 してい るが55),こ れは一揆勢の要求をいれて質物の

返還を開始する際に,履 行の条件を具体的に取決めて店に掲示 した文言 と思わ

51)前 掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,345ペ ージ。'西沢は藤沢家の屋号である。 なおこ

の書面の写真は同上書口絵第3図 。

52)岩 舟町教育委員会編 『岩舟町の歴史』(1974年)260-264ペ ージ参照。

53),54)「 藤沢家への張札」2点(前 掲 『栃木県史 ・史料編』近世7,346ペ ージ)。

55)同 上書,345-346ペ ージ。
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れる。 この内容の特徴は,① 去卯(慶 応3年)2月 より当4月 までの分は無利

息,元 金返 し。②去卯2月 以前の質物は流質の筈だが,質 物が残 っている場合

は元金 と去卯2月 以前の利息のみで返還する。 ③只 木 ・太 田 ・羽 秩の3力 村

(いずれ も下津原村 の南方近村)に は,去 卯2月 より当4月 まで無利息,元 金

は半額で6月15日 まで質物を返還するが,以 後は延質以外は一切の入質を こ

とわる。④村方 ・他村を限 らず,内 々で元金の半額を渡 し,村 方を通 じて質物

の返還を求め.られてもことわる。要す るに無利息 ・半金返 しという質入側にき

わ めて有利な条件を,一 揆に参加 した村 々に限定 して適用することを明示して

お り,前 述の張札 とあわせてみると,豪 農と農民 との緊張 した関係の継続を思

い知 らされ るものである。

以上のような下津原村周辺の事件は,鹿 沼周辺および西方地方の騒動が4月

10日 頃 より激化 し,世 直 しの要求を村落内に深めようとする傾向と一致す る点

が多い。また佐野方面へ波及する可能性があ り,そ れゆえに領主側の鎮圧 も早

か った点が注 目され る。 さらに 「世直 し大明神」の出現は,野 州では今のとこ

ろこの一例のみが明 らかにされているが,東 上州世直 し一揆の影響 とみ ること

ができる。

む す び

以上5節 にわたる検討は,結 局野州の世直し一揆とそれに関連した村方騒動

の事実経過を整理 したものにす ぎない。野州世直し一揆の普遍的な性格 と特殊

性,さ らに野州内での地域的特質の異同等を,幕 末 ・維新期の社会 ・経済構造

との関連で検討す ることには,ほ とんど入れなかった。

た とえば鹿沼周辺の世直 し一揆の展開過程は,必 ず しも打ちこわ しを自己 目

的とせずに,村 落 ・組合村単位での質地 ・質物の返還や物価引下げ,窮 民の救

済等 の実質的な成果を獲得する方向へ進んでおり,こ れは麻 ・かんぴ ょう・薪

炭等 の商品生産が比較的展開 している経済構造 と関連させて把握する必要を感

じている。 これに対 して,真 岡 ・芳賀地方のように.,当 初打ちこわ しを至上命

令 とするかのような激 しい行動で広大な地域を席巻 し,後 半では金穀の拠出を
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最大の要求として豪農商の降参をかちとる戦術を展開しなが ら,世 直 しの村落

での深化をはか らなかったために,領 主権力側の軍事 ・警察的行動で獲得した

成果が空手形となってしまう過程は,自 給的主穀生産を脱 しきれず,村 落内に

隷属農民が残存 しているような社会 ・経済構造 と密接にかかわってい ると思わ

れ る。

次にみのがしえないのは,野 州の世直 し一揆が,戊 辰戦争の戦雲にやや先行

して展開 し,戊 辰戦争の波及のなかで挫折 してい くことである。本稿ではこの

点 もほとん ど検討す ることができなかったが,一 揆 ・打ちこわ しに踏切った農

民大衆 と過渡期の領主権力との関連を的確に検討する必要がある。た とえぽ世

直 し一揆 自体は,野 州のどの地域で も4月10日 前後に終息 してしまい,4月19

日の旧幕府軍に よる宇都宮城攻略,同22日 の安塚戦争,同23日 の官軍による

宇都宮城奪回とい う激戦下で農民の闘争は挫折 し,・あ るいは村落や組合村の範

囲内に沈潜 してい く。 このような事態をもた らしたのは,官 軍=維 新政府が農

民の反乱をいわぽ獅子身中の虫とみな して,内 乱の激化のなかでいちはや く世

直 し一揆鎮圧体制を しき,野 州の各藩を従来の支配領域をこえて活動させた こ

とによると思われ る。

さらに慶応4年 の世直 し一揆の特質を明らかにす るためには,天 保期,安 政

開港以後,慶 応期,さ らに明治初年の当地方の農民闘争の動向と関連させて検

討する必要が痛感される。この点に関しては,「はじめに」で触れたように,前

稿への批判のなかで指摘されてい ることでもあ り,「世直 し状況論」を批 判 的

に受け とめることと,幕 末 ・維新期の経済段階および階級関係の変化 と関連 さ

せてとらえることが不可欠であろう。

以上の諸点については,本 稿の作成過程でたえず気にかかった点 で は あ る

が,時 間と紙面の制約に より,ほ とん ど踏込む ことができなかった。今後の課

題 として,本 稿の整理を一つの基礎作業 としつつ,次 の機会に期したい と思っ

てい る。

〔付記〕本稿作成に際して,史 料 ・丈献の閲覧に御高配頂いた栃木県史編さん室お よび

栃木県立図書館に深 く感謝いたします。


